
 

 

「幸町２丁目分科会」での協議の進捗状況について② 

～議長提案～ 
 

１ 議長提案の内容 

第２１回（平成２３年度第４回）協議会の中で、協議内容や進捗状況から鑑み、木幡 

  副会長が「議長提案」として提示した。内容は、次のとおりである。 

 

  ・平成２５年４月に、第四小と第二小を統合する。 

第四小の児童は第二小に通うこととし、引き続き、統合校の場所を協議する。 

第二小とした理由は、先生一人あたりの児童数が重要なので、より学級数が増え 

ることを重視して考えたものである。 

・本校舎が第四小となれば増改修、第二小となれば居ながら改修、第一小となれば 

通常の改修をする。３校統合の場所は、あくまでも第一小、第二小、第四小のいず 

れかとする。 

 

・中学校区は第一中とする。 

   

 

２ 議長提案を受けての前回協議内容について 

  議長提案を受けて、前回第２１回協議会で各委員から出された意見は、 

  ・第四小は、以前から第一小との交流が計画的に行われており、子どもたちにとっては 

第一小との統合がよい。 

  ・第二小と第四小が統合した場合、中学校区は第一中とするということであるが、第二 

小については現在第二中区であり、「３校統合とした場合に第一中とする前提」であ 

るので、検討する必要がある。 

  等が出された。 

「２丁目分科会」の各委員が、協議内容を各団体に持ち帰り、検討することとなった。 

 

３ 議長提案を受けて事務局で調査した結果 

（１）２校統合となった場合について 

・第一小と第二小の２校は、大規模改修をせずに現状のまま存続することになる。 

通常の統合の場合は、一旦、すべての学校を廃校として、新設校を設置するのが基本 

となるが、議長提案では「３校統合（再統合）に向けての暫定的な２校統合」となる 

ので、第一小、第二小のどちらと第四小が統合となっても、大規模改修をせずに存続 

することになる。 

・平成２５年４月に統合するには、引越しの予算が伴うため、平成２３年１０月中旬まで 

に予算要望をする必要がある。 

 

（２）中学校区に係る課題 

・第一小と第四小が統合した場合 

第一小と第四小の統合校は、第一中区で問題ない。 

第二小は単独で残るが、第一中区とするか、第二中区のままにするか。 

 ・第二小と第四小が統合した場合 

第一小は単独で残り、第一中区のままで問題ない。 

第二小と第四小の統合校は、第一中区とするか、第二中区とするか。 

 

４ ２校統合となった場合のシミュレーション（児童数・学級数推計）について 

（１）第一小と第四小の統合 

 

 

 

（２）第二小と第四小の統合 

  
 

 

１年

２年

３年

４年

５年

６年

計

学級数
平均

人数
学級数

平均

人数
学級数

平均

人数
学級数

平均

人数
学級数

平均

人数

１年 2 23 2 20 2 19 2 21 2 25

２年 2 21 2 23 2 20 2 19 2 21

３年 1 34 2 21 2 23 2 20 2 19

４年 2 21 1 34 2 21 2 23 2 20

５年 1 38 2 21 1 34 2 21 2 23

６年 2 25 1 38 2 21 1 34 2 21
普通学級 10 25 10 24 11 22 11 22 12 22
特別支援学級 2 2 2 2 2

計 12 12 13 13 14

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

幸
町
第
一
小

児
童
数

45 39 38 41 49

41 45 39 38 41

34 41 45 39 38

41 34 41 45 39

38 41 34 41 45

50 38 41 34 41

249 238 238 238 253

学
級
数

１年

２年

３年

４年

５年

６年

計

学級数
平均

人数
学級数

平均

人数
学級数

平均

人数
学級数

平均

人数
学級数

平均

人数

１年 1 22 1 21 2 18 1 32 2 20

２年 1 27 1 22 1 21 2 18 1 32

３年 1 33 1 27 1 22 1 21 2 18

４年 1 20 1 33 1 27 1 22 1 21

５年 1 34 1 20 1 33 1 27 1 22

６年 1 32 1 34 1 20 1 33 1 27
普通学級 6 28 6 27 7 23 7 25 8 23
特別支援学級 4 4 4 4 4

計 10 10 11 11 12

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

幸
町
第
二
小

児
童
数

22 21 36 32 39

27 22 21 36 32

33 27 22 21 36

20 33 27 22 21

34 20 33 27 22

32 34 20 33 27

168 157 159 171 177

学
級
数

１年

２年

３年

４年

５年

６年

計

学級数
平均

人数
学級数

平均

人数
学級数

平均

人数
学級数

平均

人数
学級数

平均

人数

１年 2 19 1 32 2 21 2 21 2 23

２年 2 19 2 19 1 32 2 21 2 21

３年 2 19 2 19 2 19 1 32 2 21

４年 1 29 2 19 2 19 2 19 1 32

５年 2 23 1 29 2 19 2 19 2 19

６年 2 26 2 23 1 29 2 19 2 19
普通学級 11 22 10 22 10 22 11 21 11 22
特別支援学級 4 4 4 4 4

計 15 14 14 15 15

229 236

38

51 46 29 38 37

46 29 38 37

38 32

38 37 38 32 42

42 45

37 38 32 42 42

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

幸
町
第
二
小
と
幸
町
第
四
小

児
童
数

38 32 42

29 38 37

学
級
数

239 220 216

１年

２年

３年

４年

５年

６年

計

学級数
平均

人数
学級数

平均

人数
学級数

平均

人数
学級数

平均

人数
学級数

平均

人数

１年 2 31 2 25 2 22 2 26 2 28

２年 2 26 2 31 2 25 2 22 2 26

３年 2 20 2 26 2 31 2 25 2 22

４年 2 25 2 20 2 26 2 31 2 25

５年 2 25 2 25 2 20 2 26 2 31

６年 2 35 2 25 2 25 2 20 2 26
普通学級 12 27 12 26 12 25 12 25 12 26
特別支援学級 2 2 2 2 2

計 14 14 14 14 14

296 312

61

69 50 50 39 51

50 50 39 51

61 50

39 51 61 50 44

51 55

51 61 50 44 51

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

幸
町
第
一
小
と
幸
町
第
四
小

児
童
数

61 50 44

50 39 51

学
級
数

320 301 295

資料５ 
３５人学級編制を想定

利用可能教室数 

第一小 １８ 

利用可能教室数 

第二小 ２６ 


